
救急・国際医療支援室について

・研究もしたい！

・国際医療をしたい！
・国際的に働きたい！

・救急医療に興味がある！
でも、他の診療科領域でも学びたい！

・幅広い救急疾患を豊富に経験したい！

長崎市と長崎大学は、長崎みなとメディカルセンター（旧：長崎市
民病院）に救急医を派遣すべく、令和2年1月1日に、長崎大学病院
高度救命救急センターに救急・国際医療支援室を開設しました。国際
医療に興味のある人材を積極的に雇用しています。令和2年2月から
は、長崎みなとメディカルセンター救命救急センターを開設し、コロ
ナ渦ではありましたが、長崎医療圏の救急医療を進化させるべく様々
な取り組みをしてきました。
海外活動実績としては、支援室設置後これまでに6名の医師を海外

派遣してきました。
「救急」は、救命医療に特化した医療を提供する。「国際」は、国を
跨いでも臨機応変に対応できる。「医療支援」は、どこにいても何が
あっても安定した医療を提供できる。このような医師を育てることを
モットーに日々頑張っています。

「やりたいことを応援する」ことが自分の使命だと思いま
す。2020年から開始して今まで6名の医師を海外医療支
援に出しています。救急・国際医療支援室としては2名の
医師が定期的に海外研究に参加しています。
国内では、救急医療だけでなく、産婦人科や外科研修の希
望がある医師には、積極的に他科の診療に参加してもらい
ます。救急医以外でも自分の専門性を生かした働き方がで
きるよう、サポートしていきます。
国際医療をしたい方は、ぜひ見学に来てください。
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救急・国際医療支援室は、長崎大学病院 高度救命救急センター
の下部組織です。専門医研修プログラムには入っていませんので、
各プログラムが終了した後は、入職可能です。
【所属】
長崎大学病院 高度救命救急センターです。
【勤務先】
長崎みなとメディカルセンター 救命救急センターです。
【選べる研修・研究】
採用後6か月間勤務した後、 1年のうち3ヶ月間は退職することな
く有給で国際医療支援や研究が集中してできる仕組みを作ってい
ます。国際医療支援以外でも、長崎みなとメディカルセンター内
の診療科で研修することができる仕組みを作っています。
基本的には、救命救急センターでの外来・入院患者診療ですが、
希望があれば院内の他科での研修が可能です。

例示（図）

【お問い合わせ先】
長崎大学病院高度救命救急センター
救急・国際医療支援室
nucoemir＠ml.nagasaki-u.ac.jp

HPはこちら→

救急・国際医療支援室は、医師だけでな
く看護師などのコメディカルスタッフも
募集しています。ご興味のある方は是非
お問い合わせください。
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